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外部コール制御の概要
外部コール制御によって、付加ルートサーバは、CiscoUnifiedルーティングルールインターフェ
イスを使用して、Cisco Unified Communications Managerのコールルーティングを決定できます。
外部コール制御を設定すると、Cisco Unified Communications Managerは、発信側および着信側の
情報を含むルート要求を付加ルートサーバに発行します。サーバは要求を受信すると、適切なビ

ジネスロジックを適用し、コールのルーティング方法と適用する追加のコール処理をシステムに

指示するルート応答を返します。

付加ルータは、システムが、コールの許可/転送/拒否、発信側および着信側の情報の変更、発信者
へのアナウンスの再生、付加ボイスメールサーバと IVRサーバが発信側/着信側の情報を適切に
解釈できるようにするためのコール履歴のリセット、コールが転送または拒否された理由を示す

理由コードの記録を実行する方法に影響します。

外部コール制御は、次の機能を提供します。

•最高品質の音声ルーティング：すべてのコール参加者に最高の音声品質を提供する音声ゲー
トウェイを介してコールがルーティングされるように、付加ルートサーバはネットワーク

リンクの可用性、帯域幅の使用、遅延、ジッタ、MOS値をモニタします。

•最小コストルーティング：コールがコスト効率の最も高いリンクを経由してルーティングさ
れるように、付加ルートサーバは Local Access and Transport Area（LATA）および LATA間
の料金プラン、トランキングコスト、バースト使用コストなどのキャリアとの契約情報を使

用して設定されます。

•論理的境界：付加ルートサーバには、到達可能性、たとえば、ユーザ 1にユーザ 2へのコー
ル発信を許可するかどうかを決定する企業ポリシーが設定されます。

Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
1



外部コール制御の前提条件
この機能には、システムにコールの処理方法を指示する Cisco Unifiedルーティングルール XML
インターフェイスが必要です。

詳細については、『Cisco Unified Routing Rules Interface Developers Guide』（CURRIのドキュメン
ト）（https://developer.cisco.com）を参照してください。

外部コール制御の設定タスクフロー

はじめる前に

•外部コール制御の前提条件, （2ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

ルートサーバが転送オブリゲーションを送信する際に使用

するシステムのコーリングサーチスペースを設定します。

外部コール制御用コーリ

ングサーチスペースの設

定, （3ページ）

ステッ

プ 1   
コーリングサーチスペースは、デバイスに割り当てられる

ルートパーティションの番号付きリストから構成されます。

コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を

終了しようとする際に検索するパーティションが決定され

ます。

外部のコール制御プロファイルで、付加ルートサーバの

URI、電話の転送に使用するコーリングサーチスペース、
外部コール制御プロファ

イルの設定, （4ペー
ジ）

ステッ

プ 2   
付加ルートサーバからのシステムの応答待機時間を示すタ

イマーなどを設定します。

外部コール制御で使用する変換パターンの場合、外部コー

ル制御プロファイルをパターンに割り当てます。変換パター

トランスレーションパ

ターンへのプロファイル

ステッ

プ 3   
ンに一致するコールが発生すると、システムはコールルーの割り当て, （5ペー

ジ） ティングクエリを付加ルートサーバに送信し、付加ルート

サーバは、システムにコールの対処方法を指示します。

（任意）

ルーティングサーバでHTTPSが使用されている場合、ルー
ティングサーバの証明書は、システムノードの信頼ストア

ルーティングサーバの証

明書のトラステッドスト

アへのインポート, （6
ページ）

ステッ

プ 4   

にインポートされます。このタスクは、クラスタの各ノー

ドで実行する必要があります。ルーティングクエリはルー

ティングサーバに送信できます。外部コール制御プロファ

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
2

外部コール制御の設定

外部コール制御の前提条件

https://developer.cisco.com


目的コマンドまたはアクショ

ン

イルのプライマリまたはセカンダリのWebサービスURIに
HTTPSを使用している場合、システムでは、証明書を使用
して、設定済みの付加ルーティングサーバに TLS接続で相
互認証します。

（任意）

ルーティングサーバで HTTPSが使用されている場合は、
Cisco Unified Communications Managerの自己署名証明書を

自己署名証明書をルー

ティングサーバにエクス

ポートする, （7ペー
ジ）

ステッ

プ 5   

ルーティングサーバにエクスポートします。クラスタの各

ノードでこのタスクを実行する必要があります。これによ

り、ルーティングクエリをルーティングサーバに送信でき

ます。プライマリサーバおよび冗長ルートサーバが、Cisco
Unified CommunicationsManagerを使用してHTTPS経由で認
証できることを確認するには、システムに命令を送信する

各付加ルートサーバにインポートできる自己署名証明書を

生成する必要があります。

クラスタの各ノードでこの手順を実行します。これにより、

プライマリサーバおよび冗長付加ルートサーバと通信でき

るようになります。

（任意）

監察者はコールをモニタするか、録音する必要があること

をルートをルーティングのサーバのステータスから規定す

監察機能の設定, （7
ページ）

ステッ

プ 6   

る権限の機能を設定します。監察者はコールの会社のポリ

シーを示し、コールをモニタおよび録音、選択した電話ユー

ザです。

（任意）

ルーティングルールで、一部のコールでアナウンスを再生

する必要があり、シスコ提供のアナウンスを使用しない場

合には、この手順に従います。

カスタマイズされたアナ

ウンスの設定, （9ペー
ジ）

ステッ

プ 7   

外部コール制御用コーリングサーチスペースの設定

ルートサーバが転送オブリゲーションを送信する際に使用するシステムのコーリングサーチス

ペースを設定します。コーリングサーチスペースは、デバイスに割り当てられるルートパーティ

ションの番号付きリストから構成されます。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが

電話を終了しようとする際に検索するパーティションが決定されます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[コールルーティング（Call
Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling
Search Space）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長 50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、お
よびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

ステップ 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します
説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

ステップ 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。

•パーティションが複数ある場合は、コントロール（Ctrl）キーを押したまま、適切なパーティ
ションを選択します。

ステップ 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

ステップ 7 （任意） [選択されたパーティション（Selected Partitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使
用して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

外部コール制御プロファイルの設定, （4ページ）

外部コール制御プロファイルの設定

外部のコール制御プロファイルで、付加ルートサーバの URI、電話の転送に使用するコーリング
サーチスペース、付加ルートサーバからのシステムの応答待機時間を示すタイマーなどを設定し

ます。

はじめる前に

外部コール制御用コーリングサーチスペースの設定, （3ページ）

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
4

外部コール制御の設定

外部コール制御プロファイルの設定



手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [外部コール制御プロファ
イル（External Call Control Profile）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存の外部コール制御プロファイルの設定を変更するには、検索条件を入力し、[検索（Find）]
をクリックし、結果リストから既存の外部コール制御プロファイルを選択します。

•新しい外部コール制御プロファイルを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [外部コール制御プロファイルの設定（External Call Control Profile Configuration）]ウィンドウで各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘル

プを参照してください。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

トランスレーションパターンへのプロファイルの割り当て, （5ページ）

トランスレーションパターンへのプロファイルの割り当て

外部のコール制御プロファイルで、付加ルートサーバの URI、電話の転送に使用するコーリング
サーチスペース、付加ルートサーバからのシステムの応答待機時間を示すタイマーなどを設定し

ます。

はじめる前に

外部コール制御プロファイルの設定, （4ページ）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [トランスレーションパ
ターン（Translation Pattern）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•既存のトランスレーションパターンの設定を変更するには、検索条件を入力して[検索（Find）]
をクリックし、結果のリストから既存のトランスレーションパターンを選択します。
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•新しいトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [外部コール制御プロファイル（ExternalCallControl Profile）]ドロップダウンリストから、パター
ンに割り当てる外部コール制御プロファイルを選択します。

ステップ 4 [トランスレーションパターンの設定（TranslationPatternConfiguration）]ウィンドウ内の他のフィー
ルドを必要に応じて設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンライ

ンヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

（オプション）ルーティングサーバの証明書のトラステッドストアへのインポート, （6ペー
ジ）

ルーティングサーバの証明書のトラステッドストアへのインポート

ルーティングサーバで HTTPSが使用されている場合、ルーティングサーバの証明書は、システ
ムノードの信頼ストアにインポートされます。このタスクは、クラスタの各ノードで実行する必

要があります。ルーティングクエリはルーティングサーバに送信できます。外部コール制御プロ

ファイルのプライマリまたはセカンダリのWebサービス URIに HTTPSを使用している場合、シ
ステムでは、証明書を使用して、設定済みの付加ルーティングサーバにTLS接続で相互認証しま
す。

はじめる前に

トランスレーションパターンへのプロファイルの割り当て, （5ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理（Cisco Unified Operating System Administration）]
で、[セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate Management）]を選択します。

ステップ 2 [証明書のアップロード（Upload Certificate）]をクリックします。
ステップ 3 [証明書のアップロード（Upload Certificate）]ポップアップウィンドウで、[証明書名（Certificate

Name）]ドロップダウンリストから [CallManager-trust]をクリックして、付加ルートサーバの証
明書を参照します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]フィールドに証明書が表示されたら、[アップロード
（Upload）]をクリックします。

ステップ 5 （任意） システムが冗長性付加ルートサーバに連絡できたら、次の手順を再度実行します。

   Cisco Unified Communications Manager リリース 11.5(1)SU1 システム設定ガイド
6

外部コール制御の設定

ルーティングサーバの証明書のトラステッドストアへのインポート



次の作業

自己署名証明書をルーティングサーバにエクスポートする, （7ページ）

自己署名証明書をルーティングサーバにエクスポートする

ルーティングサーバでHTTPSが使用されている場合は、Cisco Unified Communications Managerの
自己署名証明書をルーティングサーバにエクスポートします。クラスタの各ノードでこのタスク

を実行する必要があります。これにより、ルーティングクエリをルーティングサーバに送信でき

ます。プライマリサーバおよび冗長ルートサーバが、Cisco Unified Communications Managerを使
用して HTTPS経由で認証できることを確認するには、システムに命令を送信する各付加ルート
サーバにインポートできる自己署名証明書を生成する必要があります。

クラスタの各ノードでこの手順を実行します。これにより、プライマリサーバおよび冗長付加

ルートサーバと通信できるようになります。

はじめる前に

ルーティングサーバの証明書のトラステッドストアへのインポート, （6ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Operating Administration]で、 [セキュリティ（Security）] > [証明書の管理（Certificate
Management）]を選択します。

ステップ 2 [証明書リスト（CertificateList）]ウィンドウで、[新規作成（GenerateNew）]をクリックします。

ステップ 3 [証明書の名前（Certificate Name）]ドロップダウンリストで、[CallManager]を選択します。
ステップ 4 [新規作成（Generate New）]をクリックします。
ステップ 5 [証明書の検索と一覧表示（Find and List Certificates）]ウィンドウで、作成した [CallManager.pem]

の証明書を選択します。

ステップ 6 証明書のファイルデータが表示されたら、[ダウンロード（Download）]をクリックして、付加
ルートサーバへ証明書をエクスポートするために使用するロケーションに証明書をダウンロード

します。

ステップ 7 命令を送信する各付加ルートサーバに証明書をエクスポートします。

次の作業

（オプション）監察機能の設定, （7ページ）

監察機能の設定

監察者はコールをモニタするか、録音する必要があることをルートをルーティングのサーバのス

テータスから規定する権限の機能を設定します。監察者はコールの会社のポリシーを示し、コー

ルをモニタおよび録音、選択した電話ユーザです。
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Cisco Unified Communications Managerでは次の機能により、付加ルートサーバのダイレクトのよ
うな監察機能をサポートします。

•監察者、ハントグループ、監察者リストに着信コールをリダイレクトします。

•監察者はコールを記録できます。

監察者が発信者に接続するか、または監察対象の会議が確立されると、コールの録音を開始でき

るように、[録音（Record）]ソフトキーまたはプログラム可能なラインキー（PLK）（電話モデ
ル固有）が電話機でアクティブになります。コールの録音は現在のコールに対してのみ実行され、

現在のコールが終了すると、録音が停止します。監察者が録音ソフトキーまたはPLKを押すと、
録音ステータスを示すメッセージが電話機に表示されることがあります。

はじめる前に

（オプション）自己署名証明書をルーティングサーバにエクスポートする, （7ページ）

手順

ステップ 1 電話で録音を有効にするには、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで [ビルトインブ
リッジ（Built-in Bridge）]を [オン（On）]に設定します。

ステップ 2 次のとおり録音プロファイルを作成します。

a) [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [録音プロファイル（Recording
Profile）]の順に選択します。

b) 監察対象の会議を録音できる電話機に対してコール録音プロファイルを作成します。

ステップ 3 ラインアピアランスに録音プロファイルを適用します。

ステップ 4 レコーダーのポイントに SIPトランクを追加します。
ステップ 5 SIPトランクを指すルートパターンを作成します。
ステップ 6 次のサービスパラメータを設定します。

a) [監察ターゲットで録音通知トーンを再生する（Play Recording Notification Tone to Observed
Target）]

b) [接続済み監察ターゲットで録音通知トーンを再生する（Play Recording Notification Tone to
Observed Connected Target）]

ステップ 7 監察者が使用している電話機で標準監察用電話ソフトキーテンプレートを割り当てます。

ステップ 8 新しい電話機に対しては、[コールルーティング（CallRouting）] > [電話番号（DirectoryNumber）]
を、または電話機がすでに設定されている場合は、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]から
次の手順を実行します。

a) 監察者の電話機で電話番号（DN）を 1つだけ設定します。
b) 監察者の電話機の DNに、[録音オプション（Recording Options）]ドロップダウンリストから

[コールの録音をデバイスが開始する（Device Invoked Call Recording Enabled）]を選択します。
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c) 監察者の電話機の DNに、[コールの最大数（Maximum Number of Calls）]設定に 2を入力し、
[ビジートリガー（Busy Trigger）]設定に 1を入力します。

ステップ 9 [録音（Record）]ソフトキーをサポートする Cisco Unified IP Phoneの場合、標準監察用電話ソフ
トキーテンプレートを設定して、[会議（Conference）]、[録音（Record）]、[コール終了（End
Call）]ソフトキーだけが接続状態の電話機に表示されるようにします。

ステップ 10 録音用プログラム可能なラインキー（PLK）をサポートする Cisco Unified IP Phoneの場合、[電話
ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウで PLKを設定しま
す。

ステップ 11 （任意） クラスタに複数の監察者がいる場合、監察ハントリストに割り当てる予定である監察

者回線グループに監察者の DNを追加します。
この手順により、利用可能な監察者が必ず通話をモニタできます。

次の作業

（オプション）カスタマイズされたアナウンスの設定, （9ページ）

カスタマイズされたアナウンスの設定

ルーティングルールで、一部のコールでアナウンスを再生する必要があり、シスコ提供のアナウ

ンスを使用しない場合には、この手順に従います。

アナウンス IDにスペースを使用しないでください。ヒント

他言語ロケールがインストールされている場合、アナウンス用に、それらのロケールと共に使用

する他の .wavファイルをアップロードできます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[メディアリソース（Media Resources）] > [アナウンス
（Announcement）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの作業を実行します。

•新しいアナウンスを追加するには、次の手順を実行します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [アナウンス ID（Announcement Identifier）]フィールドに、アナウンス IDを入力します。
c) [説明（Description）]フィールドに、アナウンスの説明を入力します。
d) [デフォルトのアナウンス（Default Announcement）]ドロップダウンリストから、必要に応じ
て、シスコが提供するデフォルトのアナウンスを選択します。

e) [保存（Save）]をクリックします。
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•アナウンスにカスタム .wavファイルをアップロードするには、次の手順を実行します。

a) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。
b) [ロケール（Locale）]ドロップダウンリストから、そのアナウンス用のロケール言語を選択し
ます。

c) [ファイルの選択（Choose File）]をクリックし、アップロードする .wavファイルを選択しま
す。

d) [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。
e) アップロードが終わったら、[閉じる（Close）]をクリックしてウィンドウを更新し、アップ
ロードされたアナウンスを表示します。

外部コール制御の連携動作と制限事項

外部コール制御の連携動作

表 1：外部コール制御の連携動作

データのやり取り機能

コールに使用するゲートウェイを決定する付加ルートサーバにルーティン

グルールを設定して、音声品質を考慮させることができます。たとえば、

ゲートウェイ Aが最適な音声品質を提供しているため、コールにはそれが
使用されます。この場合、すべてのコール参加者に最高の音声品質を提供

する音声ゲートウェイを介してコールがルーティングされるように、付加

ルートサーバはネットワークリンクの可用性、帯域幅の使用、遅延、ジッ

タ、平均オピニオン評点（MOS）値をモニタします。

最適なコール品質

のルーティング

外部コール制御機能は、コール詳細レコードで表示できます。たとえば、

コール詳細レコードは付加ルートサーバがコールを許可または拒否するか

どうかを示すことができます。また、コール詳細レコードは、CiscoUnified
Communications Managerが付加ルートサーバからの決定を受信しなかった
期間にコールをブロックするか、または許可するかを示すこともできます。

コール詳細レコー

ド
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データのやり取り機能

外部コール制御はトランスレーションパターンレベルでコールをインター

セプトし、コール転送は電話番号レベルでコールをインターセプトします。

外部コール制御はコール転送より高い優先順位を保持しています。外部コー

ル制御プロファイルにトランスレーションパターンが割り当てられている

場合、コール転送を呼び出すコールに関して、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、ルーティングクエリを付加ルートサーバに送信します。コー
ル転送は、付加ルートサーバが続行義務付きの許可決定を Cisco Unified
Communications Managerに送信した場合にのみトリガーされます。

外部コール制御をサポートする [コール転送ホップカウント（Call
Diversion Hop Count）]サービスパラメータと、コール転送をサ
ポートする [コール転送コールホップカウント（Call Forward Call
Hop Count）]サービスパラメータは互いに独立しています。

（注）

コール転送

電話ユーザがコールピックアップ機能を使用してコールのピックアップを

試みた場合、外部コール制御は呼び出されません。Cisco Unified
Communications Managerは、コールのその部分に関するルーティングクエ
リを付加ルートサーバに送信しません。

コールピックアッ

プ（Call Pickup）

監察者は、必要に応じて、コールへの会社のポリシーの通知、コールのモ

ニタ、コールの録音を実行できる指名された電話ユーザです。コールに関

与する参加者が監察者の存在なく通話できないように、監察者による制限

が存在します。

監察者

（Chaperone）

Cisco Unified Communications Managerによって、次の Cisco Unified Mobility
機能に関する付加ルートサーバからのルート決定が許可されます。

•モバイルボイスアクセス

•エンタープライズ機能アクセス

• Dial-via-Officeリバースコールバック

Cisco Unified Communications Managerは、次の Cisco Unified Mobility機能に
ついて、ルーティングクエリを送信しません。

•携帯電話ピックアップ

•デスクピックアップ

•セッションハンドオフ

Cisco Unified
Mobility

電話ユーザが電話会議を作成すると、プライマリコールとコンサルタティ

ブコールに対して外部コール制御が呼び出されます。

電話会議
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データのやり取り機能

電話番号を 4桁または 5桁の内線番号（企業内線番号）として設定し、オ
ンネットダイヤリングが 4または 5桁をサポートしている場合は、2つの
トランスレーションパターンを設定する必要があります。1番目のトラン
スレーションパターンは発信者番号と着信者番号のグローバル化をサポー

トし、2番目のトランスレーションパターンは発信者番号と着信者番号の
ローカライズをサポートします。

電話番号

（Directory
Numbers）

デフォルトでは、付加ルートサーバのユーザルールが、付加ルートサーバ

が続行義務を送信することを示している場合に、ユーザのDND設定が有効
となります。たとえば、付加ルートサーバが続行義務を送信せず、ユーザ

が DND-Rを有効にした場合、Cisco Unified Communications Managerはコー
ルを拒否します。

サイレント

緊急通報の処理方法の手順をルートサーバに問い合わせる必要な

く、コールが適切な接続先（たとえば、Cisco Emergency Responder
またはゲートウェイ）にルーティングされるように、緊急通報につ

いては非常に明示的なパターンセット（たとえば、911や 9.11）を
設定することを強く推奨します。

注意緊急通報の処理

電話ユーザがコールを転送すると、外部コール制御がプライマリコールと

コンサルタティブコールの両方に対して呼び出されることがあります。た

だし、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、転送元と転送先の間に、付
加ルートサーバからのルーティングルールを適用できません。

転送

外線コール制御の制限事項

表 2：外線コール制御の制限事項

説明制約事項

監察者は、会議が始まった後に電話を使用して会議に参加者を追加するこ

とはできません。監察者が参加者を追加するには、コールを保留にする必

要があるためです。

会議の他の通話者は、会議に通話者を追加できます。CiscoCallManagerサー
ビスをサポートする [高度なアドホック会議が有効（Advanced Ad Hoc
Conference Enabled）]サービスパラメータの設定は、他の通話者が会議に
参加者を追加できるかどうかを決定します。サービスパラメータをTrueに
設定すると、他の通話者は会議に参加者を追加できます。

通話者の追加

監察者は電話を使用して他の通話者に会議コールを転送することはできま

せん。

コール転送
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説明制約事項

監察者が会議を出ると、会議自体が終了します。会議ログアウト

監察者が会議を作成すると、[会議（Conference）]ソフトキー（利用可能な
場合）は電話機で無効になります。

会議のソフトキー

監察者は電話を使用して会議コールを保留にすることはできません。保留

この機能が会議に参加する通話者に相談コールを行う前に監察者が録音を

開始した場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは監察者が相談コール
を行う間録音を一時停止し、会議の確立後に録音を再開します。

録音（Recording）
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